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　平成１５年７月２０日に行った市議会議員選挙の無効による再選挙の投票が、８月２１日午前７時
から午後８時まで、市内２９カ所の投票所で行われました。今回の選挙には、２４人の定数に対し
て２７人が立候補。８月１４日の告示以降、激しい選挙戦が展開されました。投票当日の有権者数
は７万３,７２９人、投票者数は、４万４,７８８人（男２万１,４７４人、女２万３,３１４人）、投票率は６０.７５％
で、前回の平成１５年（６４.９５％）を下回りました。午後９時から総合会館で行われた開票の結
果、前職２０人、元職３人、新人１人の当選が決まりました。今回当選された市議会議員の皆さ
んを紹介します。（３ページの写真は右上から左へ得票順・敬称略、年齢は９月１日現在、丸囲
みの数字は当選回数）

市議会議員再選挙 

開票結果（得票数・敬称略） 再選挙に至るまでの経緯

　平成１５年７月執行の電子投票による市議会議員選挙

において、全２９の投票所で合計１５時間３３分間もの異常

な状態が発生し、有権者の皆さんの権利行使に大きな

影響を与えたことについて、また、選挙無効の判決に

より再び市議会議員選挙を行うことになったことにつ

いて、市民の皆さんをはじめ関係各方面に多大なご迷

惑をお掛けし、深くお詫び申し上げます。

　電子投票の実施にあたって、入念な準備と、実際に

稼動しなかった場合の想定など、危機管理体制に不十

分なところがあったことを反省し、市民の皆さんの信

頼が得られるよう、今後の選挙運営に生かして参りま

す。

　なお、この間の経緯は次の通りとなっています。

１５年８月　市選管に対する異議申出２件

　　同月　市選管による異議申出の棄却

　　９月　県選管に対する審査申立て２件

１６年９月　県選管による審査申立ての棄却

　　同月　県選管を相手方とする名古屋高裁への提訴

１７年３月　選挙無効の判決

　　同月　県選管が最高裁へ上告

　　７月　上告棄却（選挙無効の確定）

　さて、電子投票による市議選の無効に関し、去る７

月１５日、電子投票機をレンタルした株式会社ムサシの

代表取締役社長小林厚一氏が当市を訪れ、「市議会議

員、有権者の皆さんをはじめ関係各方面に多大なご迷

惑をお掛けし、誠に申し訳なく思っています」と謝罪

しました。

　可児市は株式会社ムサシに対し、選挙に要した経費

などについて賠償を求める方針を伝え、現在、その話

し合いを行っています。今後、この経過について適宜、

市民の皆さんにご報告いたします。

●問合先　選挙管理委員会事務局（総務課内）

　　　  得票数

当選　　３,３５０　　小原　　尚　（無所属・前）③

当選　　２,７５２　　服部よね子　（公　明・前）③

当選　　２,４５６　　川手　靖猛　（公　明・前）④

当選　　２,０４２　　永井　孝昌　（無所属・前）②

当選　　２,００６　　橋本　敏春　（無所属・前）④

当選　　１,９６３　　亀谷　　光　（無所属・前）⑤

当選　　１,９１９　　村上　孝志　（民　主・前）⑤

当選　　１,９０４　　奥田　俊昭　（無所属・前）⑧

当選　　１,８７６　　渡辺　重造　（無所属・前）⑦

当選　　１,８１０　　山根　一男　（無所属・前）②

当選　　１,６９９　　肥田　正志　（無所属・前）④

当選　　１,６９３　　小川　富貴　（無所属・元）②

当選　　１,６８３　　加藤　新次　（無所属・前）⑤

当選　　１,６６３　　芦田　　功　（無所属・前）⑤

当選　　１,６０４　　可児　教和　（無所属・前）③

当選　　１,５４４　　河村　恭輔　（無所属・元）⑥

当選　　１,５１１　　伊藤　健二　（共　産・元）②

当選　　１,５０７　　柘植　　定　（無所属・前）④

当選　　１,４３３　　久野　泰臣　（無所属・前）②

当選　　１,４２７　　林　　則夫　（無所属・前）⑧

当選　　１,３７８　　沢野　驪司　（無所属・前）⑩

当選　　１,３２９　　角　眞一郎　（無所属・前）③

当選　　１,３２４　　冨田　牧子　（共　産・前）④

当選　　１,０６９　　山本外代彦　（無所属・新）①

９５９　　闍木　利行　（無所属・元）　

２７２　　奥村　俊也　（無所属・新）　

１５２　　佐々木武之　（無所属・新）　

※選挙無効により失職した議員を「前」と表記し、

当選回数については、失職するまでの期間を

「１期」とし加えています。
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　市議会は、兼山選
挙区選出の小村昌
弘議員（兼山・６６歳）
を含めた２５人で運
営されます。
　すべての議員の
任期は、平成１９年８
月１０日までとなり
ます。

冨 田 牧 子
（緑・５４歳）④

服 部 よ ね 子
（愛岐ケ丘・５３歳）③

林　 則 夫
（羽崎・６９歳）⑧

芦 田　 功
（今渡・６３歳）⑤

伊 藤 健 二
（土田・５２歳）②

永 井 孝 昌
（広見・５９歳）②

奥 田 俊 昭
（土田・７４歳）⑧

亀 谷　 光
（若葉台・５７歳）⑤

角　 眞 一 郎
（鳩吹台・５７歳）③

河 村 恭 輔
（今渡・６８歳）⑥

可 児 教 和
（塩河・６６歳）③

加 藤 新 次
（桜ケ丘・５７歳）⑤

久 野 泰 臣
（緑ケ丘・５７歳）②

橋 本 敏 春
（中恵土・６５歳）④

山 根 一 男
（若葉台・４８歳）②

村 上 孝 志
（愛岐ケ丘・５８歳）⑤

川 手 靖 猛
（羽生ケ丘・６１歳）④

小 川 富 貴
（桜ケ丘・５５歳）②

小 原　 尚
（下恵土・４５歳）③

山 本 外 代 彦
（桜ケ丘・６８歳）①

沢 野 驪 司
（西帷子・７３歳）⑩

柘 植　 定
（川合・６８歳）④

渡 辺 重 造
（塩・６０歳）⑦

肥 田 正 志
（大森・６８歳）④
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ル
ー
ル
を
守
っ
て
！

　

「
歩
道
を
歩
い
て
い
た
ら
、
看
板

に
つ
ま
ず
き
転
ん
で
け
が
を
し
て
し

ま
っ
た
」
「
あ
の
看
板
が
無
か
っ
た

ら
景
色
が
い
い
の
に
」
。
実
際
に
こ

ん
な
経
験
や
思
い
を
し
た
人
は
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、ま
ち
の
形
成
に
役
立
ち
、

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
活
用
さ
れ
て

い
る
屋
外
広
告
物
を
、
す
べ
て
な
く

し
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

屋
外
広
告
物
の
設
置
に
は
決
ま
り

や
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
安
全
で
き

れ
い
な
ま
ち
に
す
る
た
め
、
多
く
の

人
が
屋
外
広
告
物
の
こ
と
を
知
り
、

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

屋
外
広
告
物
と
は

　

屋
外
広
告
物
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
態
が
あ
り
ま
す
が
、
次
の
四
つ
の

項
目
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る
も
の

が
該
当
し
ま
す
。

１
�
常
時
ま
た
は
一
定
期
間
継
続
し

　

て
表
示
さ
れ
る
も
の

２
�
屋
外
で
表
示
さ
れ
る
も
の

３
�
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の

４
�
看
板
、
立
看
板
、
は
り
紙
お
よ

び
は
り
札
、
広
告
塔
、
広
告
板
、

建
物
そ
の
他
の
工
作
物
な
ど
に

表
示
さ
れ
た
も
の

まちの至るところにある屋外広告物。
商品の紹介や建物を探すときのラン
ドマークなど、私たちの生活に深く
かかわっています。しかし、中には
違反広告物が多くあり、まちの景観
を損ねていたり、歩行者などの安全
を脅かしたりすることがあります。
９月１０日は、「屋外広告物の日」。み
んなで屋外広告物について考えてみ
ましょう。

○○ 
株式会社 

○○○ 
商店 ○○× 

ス－パー 
　　△○△○ 

○
○
産
業
 

○
○
教
室
 

△
○
店
 

○
○
 

 教
室
 

○
○
セ
ー
ル
 

開
店
セ
ー
ル

屋上広告 野立広告 突出広告 壁面広告

アドバルーン 立看板 はり紙 電柱広告

まちで見掛けるいろいろな屋外広告物 
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条
例
に
よ
っ
て
規
制

　

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
は
、「
屋

外
広
告
物
法
」
に
基
づ
き
、「
岐
阜

県
屋
外
広
告
物
条
例
」
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
で
は
、
屋
外

広
告
物
の
決
ま
り
や
設
置
の
方
法
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
可
児
市

で
は
、
こ
の
県
条
例
に
よ
り
規
制
を

し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
屋
外
広

告
物
の
中
に
は
、
こ
の
規
制
に
違
反

し
て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

違
反
と
な
る
屋
外
広
告
物

　

県
の
条
例
で
は
、
広
告
物
の
規
制

に
つ
い
て
、「
禁
止
広
告
物
」
「
禁

止
物
件
」
「
禁
止
地
域
」
「
許
可
地

域
」
の
、
大
き
く
四
つ
の
項
目
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
「
禁
止
広
告
物
」
と
は
、
著

し
く
破
損
し
た
広
告
物
や
道
路
交
通

の
安
全
を
阻
害
す
る
広
告
物
な
ど
で
、

場
所
に
関
係
な
く
掲
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。　

　

「
禁
止
物
件
」
と
は
、
街
路
樹
や

電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
信
号
機
、
道
路
の

路
面
な
ど
、
広
告
物
を
掲
出
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
物
件
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
電
柱
、
街
燈
柱
な
ど
に
は
、

は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
は
掲
出

で
き
ま
せ
ん
。
特
に
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
や
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
、
電
柱
に
付
け

ら
れ
た
立
看
板
な
ど
は
、
交
通
安
全

の
面
か
ら
も
大
変
危
険
で
す
。

　

「
禁
止
地
域
」
と
は
、
広
告
物
を

掲
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
の

こ
と
で
す
。「
第
一
種
低
層
住
居
専
用

地
域
」
に
用
途
地
域
指
定
さ
れ
て
い

る
住
宅
団
地
な
ど
は
、
良
好
な
景
観

を
特
に
保
持
す
る
必
要
が
あ
り
、
原

則
と
し
て
広
告
物
を
掲
出
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
地
域

は
「
許
可
地
域
」
と
な
り
、
広
告
物

の
掲
出
に
は
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

設
置
に
は
許
可
が
必
要

　

広
告
物
は
、

①
店
名
、営
業
内
容
を
自
己
の
住
所
・

事
業
所
・
営
業
所
な
ど
に
表
示
す

る
「
自
家
広
告
物
」

②
自
己
の
住
所
、
営
業
所
を
知
ら
せ

る
た
め
そ
の
付
近
に
掲
出
す
る

「
案
内
用
広
告
物
、
道
標
な
ど
」

③
「
そ
の
他
の
広
告
物
」

の
三
つ
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
種
類
に

よ
り
、
表
示
面
積
・
高
さ
・
個
数
が
細

か
く
制
限
さ
れ
、
許
可
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
許
可
地
域

に
掲
出
す
る
広
告
物
で
も
、
自
家
広

告
物
で
一
事
業
所
当
た
り
、
合
計
十

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
、
道
標

な
ど
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

は
、許
可
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

このような屋外広告物は違反です

街路樹に付けられた
「立看板」

ガードレールに付けられた「はり札」ガードレールに付けられた「のぼり旗」

歩道に置かれた「置き看板」 信号機に付けられた「はり紙」

電柱に付けられた
「立看板」
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立
看
板
に
つ
い
て
も
、
木
枠
に
紙

張
り
、
ま
た
は
ベ
ニ
ヤ
板
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
板
な
ど
に
紙
を
張
っ
た
も
の

を
は
じ
め
、
金
属
枠
で
あ
る
も
の
な

ど
も
除
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
直
接
塗
装
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
板
、
金
属
板
に
限
ら
ず
、
の
ぼ
り

旗
、
置
き
看
板
な
ど
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
定
期
的
に
こ
れ
ら
の
違

反
広
告
物
の
除
却
を
行
っ
て
い
ま

す
。
除
却
さ
れ
た
違
反
広
告
物
は
、

十
六
年
度
で
、立
看
板
が
六
百
十
四
、

は
り
札
が
百
四
十
二
、
は
り
紙
が
三

千
五
百
五
十
一
の
計
四
千
三
百
七
件

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

違
反
広
告
物
は
除
却
し
ま
す

　

許
可
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

無
許
可
で
設
置
し
て
あ
っ
た
り
、
禁

止
さ
れ
た
場
所
に
設
置
し
て
あ
っ
た

り
す
る
屋
外
広
告
物
は
、
違
反
広
告

物
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
管
理
さ

れ
て
い
な
い
も
の
は
、
法
律
に
基
づ

き
、
市
な
ど
が
簡
易
除
却
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

は
り
札
に
つ
い
て
は
、
ベ
ニ
ヤ
板

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
な
ど
に
紙
を
張

り
付
け
た
も
の
を
は
じ
め
、
ベ
ニ
ヤ

板
や
金
属
板
に
直
接
塗
装
し
て
あ
る

も
の
な
ど
も
除
却
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

違反屋外広告物には罰則あり
　禁止地域に屋外広告物を設置し
たり、許可が必要にもかかわらず、
無許可で屋外広告物を掲出したり
している場合などは、県の条例に
より、違反者に５０万円以下の罰金
が科せられます。
　自分が出している広告物は、掲
出ができる場所なのか、大きさは
よいのか、許可申請は必要がない
のかなど、ルールを確認する必要
があります。
屋外広告物を
掲出する前
に、市の都市
計画課に問い
合わせをして
ください。

簡易除却の様子

平成１６
年度

平成１５
年度

平成１４
年度

９３６９１２５
広 告 板

１４２８２１６３
１２６７７１４４

広 告 塔
１５０８６１６７
５７３６５８

壁 面 広 告
１２６８０１２９
７４５

電柱等広告
１,２３３１,１８９１,４８４
１１１２４

立 看 板
５６５５６８１３０
１１１

は り 紙
２００２００２００
３３２

幕 ・ 網
３６４
２００

そ の 他
２００
３００２０２３３９

計
２,４２１２,２１１２,２７７

平成１６
年度

平成１５
年度

平成１４
年度

６１４６２７６４５立 看 板

１４２１９８１４０は り 札

３,５５１３,７９２１,７９６は り 紙

４,３０７４,６１７２,５８１合　計

上段が許可件数、下段が枚・物件数

許可した屋外広告物の件数 除却した屋外広告物の件数

許可物件に対して
配布しているシール
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自
分
た
ち
の
手
で
守
る

　

今
年
の
春
、
東
海
環
状
自
動
車
道

が
開
通
し
、
可
児
御
嵩
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
や
そ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ

る
国
道
二
十
一
号
バ
イ
パ
ス
が
開
通

し
た
広
見
東
部
地
域
。
全
国
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
な
�
開
発
�
の
波
が
押
し
寄
せ
、

住
環
境
が
大
き
く
変
ぼ
う
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

広
見
東
部
の
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち

が
住
む
地
域
の
生
活
環
境
の
悪
化
を

防
ぐ
た
め
に
、「
み
ん
な
で
守
ろ

う
！
広
見
東
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
ル

ー
ル
」
を
、
六
年
を
掛
け
て
自
ら
の

手
で
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ル
ー
ル
は
、
ま
ち
の
将
来
像

を
「
人
と
自
然
が
調
和
し
た　

暮
ら

し
や
す
い
ま
ち　

東
部
」
と
し
、
住

環
境
と
景
観
に
配
慮
し
、
土
地
利
用

や
建
築
物
の
用
途
な
ど
を
任
意
に
定

め
、
地
主
や
事
業
者
に
協
力
し
て
も

ら
う
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
屋
外
広

告
物
に
つ
い
て
は
、
大
き
さ
や
色
な

ど
の
一
定
の
規
格
に
適
合
し
た
「
集

合
看
板
」
以
外
の
野
立
て
看
板
は
、

一
切
禁
止
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
電

柱
看
板
は
、
電
柱
に
巻
く
広
告
の
み

と
し
、
色
や
大
き
さ
も
統
一
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
看
板
の
設
置
の
際
に

は
、
ル
ー
ル
に
適
合
し
て
い
る
か
を

広
見
東
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
審
議
部

会
で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
同
意
書
を

発
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
部
会
の
会
長
の
金
子
さ
ん
は
、

「
景
観
を
損
な
う
看
板
が
、
乱
立
し

を
す
べ
て
な
く
す
こ
と
は
難
し
い
の

が
実
態
で
す
。
そ
の
た
め
今
後
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
、
地
域

住
民
と
市
が
一
体
と
な
り
、
違
反
広

告
物
を
な
く
し
て
い
く
制
度
を
設

け
、
広
く
違
反
広
告
物
の
撤
去
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
す
る
事
業
者
な
ど
に

対
し
て
は
、
地
域
で
活
動
す
る
一
員

と
し
て
、
屋
外
広
告
物
に
お
け
る
ル

ー
ル
を
守
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
の

安
全
と
良
好
な
景
観
づ
く
り
に
協
力

し
て
も
ら
う
よ
う
啓
発
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
住
民
と
事

業
者
が
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
安
全

と
よ
り
よ
い
景
観
は
自
分
た
ち
で
守

っ
て
い
く
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

景
観
を
よ
く
す
る

　

市
は
今
後
、
景
観
法
に
基
づ
き
、

県
の
同
意
を
得
て
景
観
行
政
団
体
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
の
実
情
に
合

っ
た
き
め
細
か
な
景
観
施
策
を
、
市

民
と
事
業
者
と
協
働
で
推
進
し
て
い

く
も
の
で
す
。
住
民
の
意
見
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
良
好
な
景
観
形
成
に

関
す
る
「
景
観
計
画
」
を
作
成
し
、

地
域
の
特
性
に
合
っ
た
景
観
施
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
先　

都
市
計
画
課

て
し
ま
っ
て
か
ら
規
制
す
る
よ
り

も
、
立
て
ら
れ
る
前
に
規
制
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
」
と
ル
ー
ル
の
重
要

性
を
強
調
し
ま
す
。

　

こ
の
ル
ー
ル
を
運
用
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
野
立
て
看
板
の
乱
立
を

防
ぎ
、
住
環
境
と
景
観
を
将
来
に
わ

た
り
守
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

「
今
後
は
、
地
域
の
協
力
と
理
解
を

得
て
、
県
下
で
二
番
目
の
屋
外
広
告

物
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
に
向
け
て
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
市
の

玄
関
口
と
し
て
、
統
一
性
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
魅
力
と
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
ま
ち
に
し
た
い
」
と
金

子
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
力
で

　

市
は
現
在
、
違
反
広
告
物
に
つ
い

て
、
定
期
的
に
簡
易
除
却
を
行
っ
た

り
、
設
置
者
に
指
導
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
が
、
市
全
域
の
違
反
広
告
物

インターチェンジが開通した広見東部地域

東部地域に立てられている看板

「将来に向けてレールを引い
ておけば、次世代にいい財産
が残すことができます」と話す

広見東まちづくりルール
審議部会
会　長　金子惠勇さん
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ホースが 
届かない！ 

たすけて！ 

道が狭い！ 
入れない！ 

 
狭
い
道
路
を
な
く
す
た
め
に 

　

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
生
活
道
路
は
、
日

常
の
人
や
車
の
通
行
と
い
う
本
来
の
目
的
以

外
に
、
通
風
、
採
光
、
日
照
な
ど
の
生
活
環

境
の
確
保
や
、
災
害
時
の
避
難
、
防
火
な
ど
、

防
災
上
で
も
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
市
内
の
生
活
道
路
の
中
に
は
、

幅
員
が
４
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
狭
あ
い
道

路
が
あ
り
、
機
能
上
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
建
築
基
準
法
に
定
め
ら

れ
て
い
る
４
メ
ー
ト
ル
の
道
路
幅
員
を
確
保

し
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
で
快
適
な
ま

ち
」
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
理
解
と
協
力
の
下
に
、「
狭
あ
い
道
路
整

備
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
建
築
基
準
法
で
は
、
狭
あ
い
道
路
に

面
す
る
敷
地
に
建
築
物
な
ど
を
建
て
る
場

合
、
そ
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
２
メ
ー
ト
ル

後
退
し
た
と
こ
ろ
を
、道
路
境
界
と
み
な
し
、

そ
の
道
路
境
界
か
ら
道
路
側
に
突
き
出
し
て

建
物
、
門
、
塀
、
擁
壁
な
ど
を
建
築
ま
た
は

築
造
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

 
対
象
と
な
る
道
路
は 

　

建
築
基
準
法
第　

条
第
２
項
の
規
定
に
よ

４２

り
、特
定
行
政
庁
が
指
定
し
た
道
路
の
う
ち
、

次
の
道
路
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
道
路
法
の
道
路

○
赤
道

○
可
児
市
所
有
の
公
衆
道
路
（
市
管
理
道
）

○
そ
の
他
（
建
築
主
事
が
認
め
た
道
路
）

※
権
利
者
が
個
人
の
道（
私
道
）は
除
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
道
路
に
面
し
た
敷
地
で
、
建
築

物
の
新
築
や
増
改
築
（
建
て
替
え
）
な
ど
の

建
築
行
為
を
行
う
場
合
や
、
建
築
物
に
付
属

す
る
門
や
塀
、
敷
地
を
造
成
す
る
擁
壁
な
ど

を
建
築
ま
た
は
築
造
す
る
場
合
に
対
象
と
な

り
ま
す
。

市
は
、
幅
員
が
狭
い
道
路

市
は
、
幅
員
が
狭
い
道
路（
狭
あ
い
道
路
）

（
狭
あ
い
道
路
）に
つ
い
て
、
幅
員
を
４
メ
ー
ト
ル
に
確

に
つ
い
て
、
幅
員
を
４
メ
ー
ト
ル
に
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
に

保
す
る
こ
と
を
目
的
に「
可
児
市
狭
あ
い
道
路
整
備
事
業
」

「
可
児
市
狭
あ
い
道
路
整
備
事
業
」を
進
め
て
い
ま
す
。

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
事
業
の
詳
細
や
流
れ
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
事
業
の
詳
細
や
流
れ
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て 
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計
画
を
立
て
た
ら
協
議
を 

　

建
築
計
画
を
立
て
た
敷
地
が
幅
員
４
メ
ー

ト
ル
未
満
の
狭
あ
い
道
路
に
面
し
て
い
る
場

合
に
は
、
建
築
指
導
課
と
協
議
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
敷
地
と
道
路
の
境
界
を
決
め
、

後
退
用
地
を
確
定
し
ま
す
。
後
退
用
地
の
取

り
扱
い
（
寄
付
、
無
償
使
用
承
諾
な
ど
）
の

協
議
成
立
後
に
、
市
で
整
備
を
行
い
ま
す
。

詳
し
い
手
続
き
の
流
れ
な
ど
は
、
下
の
フ
ロ

ー
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
用
地
の
取
り
扱
い
に
よ
り
整
備 

　

後
退
し
て
い
た
だ
い
た
用
地
は
、
権
利
の

取
り
扱
い
内
容
に
よ
っ
て
、
下
表
の
通
り
、

維
持
管
理
な
ど
の
条
件
が
違
っ
て
き
ま
す
。

●
問
合
先　

建
築
指
導
課

後退用地の取り扱い

非課税措置維持管理整　備所有権取り扱い内容

―市市で舗装整備市に移転寄付
※１

有り市市で舗装整備個人のまま
（後退杭は設置）

無償使用承諾
※２

無し個人整備できません個人のまま
（後退杭は設置）上記以外

※１　分筆が必要です。建築指導課と協議してください。
※２　協議が成立した場合、後退用地部の固定資産税・都市計画税の非課税の

申告については、別途協議が必要。

前面道路がこの事業の対象となるか、ま
た道路と敷地の官民境界が確定している
かなどの確認を行います。 

協議書の内容について、関係各課の意
見をまとめ、指示書を通知します。指示書
の回答をもらい協議が成立します。 

敷地と道路の境界を、道路管理者や建築
指導課などとの間で確認し、現況の道路
境界と後退線の位置を確認し、用地を確
定します。 

協議の内容に従い、舗装を行います。 

手続きの基本的なフロー図 

建築主など 

建築計画 

確認申請など 

完　了 

協議書の提出 

寄付申出書または土地の 
使用貸借契約書、無償使 
用承諾書の提出 

可児市 

協　　議 

現場確認 

後退用地の整備 

事前協議 
建築指導課へ 

道路境界査定道路中心・ 
後退線確定など 

 

建築予定の敷地が、４メートル未満の道路に 
面している場合は事前協議を行ってください。 
 

前面道路がこの事業の対象となる道路の 
場合は、協議書を提出してください。 
○後退用地などの取り扱いなど 

※確認申請は、後退用地が確定してから提出。 

○協議成立の場合　市と土地使用に関する契約を締結する。
その後、成立した内容に変更がある場合は、変更内容の協
議を行ってください。 

○協議不成立の場合　後退用地などに関する誓約書を提
出してもらいます。 

※道路後退用地では、家を建てたり、門、塀などを造っ 
　たりすることはできません。 

道路中心線

整備前と後では 

道
路
後
退
用
地

道
路
後
退
用
地

メ トル未満
の道路

4メートル未満
の道路

4メートルの道路4メートルの道路

メートル2メートル

すみ切りの設置

道
路
後
退
用
地

2メートル2メートル

既存の建物

建
て
替
え
ら
れ
た

建
物
建
て
替
え
ら
れ
た

建
物

狭
あ
い
道
路

道
路
後
退
用
地
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ま
ち
づ
く
り
と
は
何
？

　

今
、
さ
か
ん
に
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
、「
ま

ち
づ
く
り
っ
て
何
？
」
と
疑
問
に
思
う
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
と
、
例
え
ば
住
宅

地
を
造
成
し
た
り
、
生
活
に
か
か
わ
る
道
路

や
水
道
な
ど
を
つ
く
っ
た
り
す
る「
ハ
ー
ド
」

的
な
も
の
か
ら
、
ま
ち
お
こ
し
事
業
、
自
治

会
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、「
ソ
フ

ト
」
的
な
も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
イ
メ
ー
ジ

が
浮
か
び
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
ち
ら
に
も
共
通
す
る
の
が

「
こ
の
ま
ち
を
よ
く
し
た
い
」と
い
う
思
い
と

行
動
の
表
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
る

と
、「
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
こ
ん
な
ふ
う
に
表

現
で
き
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
と
は
、自
分
た
ち
が
毎
日
暮

ら
す
場
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
ず
っ
と
住
み

や
す
く
魅
力
あ
る
ま
ち
に
し
よ
う
と
、
み
ん

な
で
話
し
合
っ
て
活
動
す
る
こ
と
」

　

ど
う
で
し
ょ
う
。
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た

か
。

　

さ
て
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
、
具
体
的
に
は

ど
う
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

市
民
参
画
と
協
働
と
は
？

　
「
市
民
参
画
と
協
働
」。
こ
の
言
葉
も
最

近
、
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
今
の
ま
ち

づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
少
し

前
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん
、
行
政
が
計
画
を
し

て
、
で
き
あ
が
っ
た
計
画
を
皆
さ
ん
に
説
明

し
進
め
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
中

で
、「
こ
れ
は
こ
の
地
域
に
は
必
要
な
い
の

に
」
と
か
、「
こ
れ
は
必
要
な
の
に
な
か
な
か

分
か
っ
て
く
れ
な
い
な
」
と
い
う
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

　

行
政
も
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
市
民
の
ニ
ー
ズ

を
く
み
取
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を

し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
行
政
か
ら
の

一
方
通
行
で
は
こ
の
よ
う
な
話
が
出
て
き
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
で
き
た
の
が
「
市
民
参

画
と
協
働
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。
参
画
と

は
、
参
加
よ
り
も
積
極
的
で
主
体
的
な
行
動

で
す
。
ま
た
、
協
働
と
は
、
ま
ち
に
か
か
わ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

共
通
の
目
的
に
向
け
て
、
互
い
の
立
場
を
尊

重
し
協
力
し
合
う
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

今
ま
で
の
よ
う
な
行
政
主
導
の
方
法
か
ら
、

「
自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
」と

い
う
考
え
の
も
と
、
住
民
自
ら
積
極
的
に
ま

ち
づ
く
り
に
か
か
わ
り
、
行
政
と
協
働
し
て

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
と
い
う
も
の
に
な
り
ま

す
。

ま
ち
づ
く
り
条
例
を
活
用
し
よ
う

　

そ
の
実
現
に
向
け
て
動
き
出
す
た
め
の
シ

ス
テ
ム
が
「
市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
で
す
。

　

市
で
は
こ
の
条
例
を
、
平
成
十
六
年
七
月

に
施
行
し
、
一
年
余
り
が
た
ち
ま
し
た
。
こ

の
期
間
を
通
し
て
、
地
域
で
の
説
明
会
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、広
報
か
に
な
ど
を
利
用
し
、

条
例
の
積
極
的
な
啓
発
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
市
民

が
行
う
地
域
活
動
に
は
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に
ま
ち
づ
く
り

条
例
を
利
用
す
る
の
か
が
、
よ
く
分
か
ら
な

い
と
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
の
声
に
お

答
え
す
る
た
め
に
、
最
初
の
一
歩
を
ど
の
よ

う
に
踏
み
出
す
か
を
お
話
し
ま
す
。

条
例
施
行
か
ら
一
年
余
り
が
た
ち
、
こ
の
間
、
二
つ
の
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
、
他

の
地
域
で
も
発
足
に
向
け
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
み
や
す
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
活
用
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」施
行
か
ら
一
年

若葉台まちづくり協議会の様子
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まちづくり計画のつくり方 
地区まちづくり
協議会の発足

地区まちづくり
協議会の認定

地区まちづくり
計画案の作成

地区住民等の
過半数の同意

地区まちづくり
計画の認定

地区まちづくり
計画の実施

●協議会の立ち上げは、10人以上で
●協議会は、次のように運営します
・地区住民等は誰でも参加できます
・活動内容は常に広報、公開します
・地区の自治組織等と連携します

市による支援
情報の提供
各種資料の提供、市職員による説
明など
技術的な支援
各分野の専門家をアドバイザーと
して派遣
活動費の助成
会員の報酬や食料費などを除く必
要経費の助成

●認定された地区まちづくり計
画は、次のように実施されます
・協議会、地区住民などによる自主
事業
・市民と市が役割分担して行う協働
のまちづくり事業
・地区計画、建築協定など法制度の
適用
・市が行う公共事業
・事業者との開発協議への活用

●地権者の同意
・計画の中に土地利用などの私権に
かかわる事情がある場合は、地権
者の3分の2以上の同意が必要に
なります

・地区を調べる
・まちづくり計画の目標、方針を
つくる
・まちづくりのルールをつくる
・まちづくり計画をまとめる

まちづくり最初の１歩… 

●問合先　まちづくり推進課 
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市
民
福
祉
向
上
を
目
指
し
た

施
策
を
展
開

　

平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
六
回
の
補
正
を
行
い
、
前
年
度

か
ら
の
繰
越
事
業
費
を
合
わ
せ
た
総

額
は
、
二
百
六
十
億
九
千
二
百
九
十

四
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
決
算
額
は
、
収
入

済
額
が
二
百
六
十
三
億
五
千
百
七
十

八
万
四
千
二
十
一
円
（
減
税
補
て
ん

債
借
換
債
十
九
億
二
千
百
二
十
万
円

を
除
く
と
、
二
百
四
十
四
億
三
千
五

十
八
万
四
千
二
十
一
円
）、支
出
済
額

が
二
百
五
十
三
億
四
千
八
百
三
十
七

万
四
千
八
百
七
円
（
減
税
補
て
ん
債

借
換
債
十
九
億
二
千
百
二
十
万
円
を

除
く
と
、
二
百
三
十
四
億
二
千
七
百

十
七
万
四
千
八
百
七
円
）
と
な
り
ま

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
状
況
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
市
政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
二
月
と
八
月
に
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

八
月
に
公
表
し
た
中
か
ら
、
平
成
十
六
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
今
回
は
、
平
成
十
七
年
五
月
一
日
、
可
児
市
と
兼
山
町
が
合
併
し
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

支
出
決
算
額

支
出
決
算
額
は
二
百
五
十
三
億
円

百
五
十
三
億
円
 

財
政
事
情
に
関
す
る
公
表

支
出
決
算
額

支
出
決
算
額
は
二
百
五
十
三
億
円

百
五
十
三
億
円
 

支
出
決
算
額
は
二
百
五
十
三
億
円
 

一般会計 一般会計 

国庫支出金５.６％ 

地方交付税３.４％ 

県支出金３.４％ 

その他９.５％ 

その他３.６％ 

諸収入３.０％ 

繰越金３.１％ 

繰入金４.１％ 

依存財源 
３６.２％ 
 市税 

５０.０％ 自主財源 
６３.８％ 

市債（借換債を含む） 
1４.３％ 

収 入 

前年度対比決　算　額科　　　　　目
０.７％１３１億６,５２２万８千円市税

自　

主　

財　

源

５３.４％　１０億９,２９７万２千円繰入金
△ ４０.７％８億６９９万９千円繰越金
△ ２５.９％７億８,０３５万円諸収入
△ ３７.５％３億７,１１５万９千円財産収入
０.５％３億１,５４０万７千円使用料および手数料
５.７％２億７,６１０万２千円分担金および負担金

△ ７３.６％１２８万２千円寄附金
６１.３％　３７億６,７７０万円市債

依　

存　

財　

源

４.４％　１４億６,８１２万２千円国庫支出金
△ ２９.９％９億６９万９千円地方交付税
３.２％８億９,２３８万円県支出金
１１.３％８億８,４５３万６千円地方消費税交付金
５１.８％５億３,６１７万３千円地方譲与税
０.１％４億７,６５７万１千円地方特例交付金

△ ７.６％２億１,５２７万８千円ゴルフ場利用税交付金
４.５％２億１,２００万７千円自動車取得税交付金
４.０％１億３,０７９万６千円利子割交付金
皆増２,０５６万３千円配当割交付金
皆増１,９９６万８千円株式譲渡所得割交付金
４.７％１,７４９万２千円交通安全対策特別交付金
３.５％２６３億５,１７８万４千円合　　　　　　計
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平成１６年度 平成１６年度 

民生費１９.４％ 

公債費 
（借換債を含む） 

１８.１％ 
 

土木費 
１６.６％ 

教育費 
１４.５％ 

総務費 
１１.８％ 

衛生費 
１０.４％ 

消防費３.５％ 

その他５.７％ 支 出 

し
た
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
収
入
が

三
・
五
％
の
増
額
（
減
税
補
て
ん
債

借
換
債
を
除
く
と
四
・
一
％
の
減

額
）、
支
出
が
二
・
八
％
の
増
額
（
減

税
補
て
ん
債
借
換
債
を
除
く
と
五
・

〇
％
の
減
額
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
収

入
の
根
幹
を
な
す
市
税
が
平
成
九
年

度
決
算
百
四
十
五
億
円
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
、
平
成
十
六
年
度
決
算
で
は

百
三
十
二
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
総
額
は
、
百
六
十
八
億
円

で
前
年
度
対
比
五
億
円
の
減
額
と
な

り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、
地
方
交

付
税
や
国
庫
支
出
金
が
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

支
出
で
は
、
民
生
費
の
割
合
が
二

年
連
続
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
従

来
か
ら
人
口
急
増
や
都
市
化
の
進
展

に
対
応
し
た
義
務
教
育
・
社
会
教
育

施
設
や
都
市
基
盤
整
備
に
重
点
を
置

い
て
き
た
結
果
、
教
育
費
や
土
木
費

の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
施
策

に
力
を
注
ぎ
、
民
生
費
の
比
率
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
公
債
費

の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

減
税
補
て
ん
債
借
換
債
を
含
ん
で
い

る
た
め
で
、
こ
れ
を
除
く
と
十
一
・

三
％
の
比
率
と
な
り
ま
す
。

前年度対比決　算　額科　　　目
６.０%４９億２,７７５万４千円民生費
６３.２%４５億９,０３８万１千円公債費
△ ５.０%４２億１６５万７千円土木費
△ １８.０%３６億６,９７７万６千円教育費
０.０%２９億７,８０６万４千円総務費

△ ３.６%２６億２,７５１万８千円衛生費
△ ３.５%８億９,０９８万８千円消防費
△ ２８.７%７億７,０８８万９千円農林水産業費
３９.２%３億８,４４２万２千円商工費
△ ２.８%２億４,９２０万５千円議会費
△ ２.２%５,７７２万１千円労働費
２.８%２５３億４,８３７万５千円合　　　計

※減税補てん債とは……
　地方税の特別減税、制度減税による地方公共団体の減収額
を埋めるため、特例として認められている地方債のことです。

※減税補てん債借換債とは……
　平成７・８年度に発行した減税補てん債の未償還残高（１９
億２,１２０万円）を１６年度に借り換えたもので、収入・支出それ
ぞれに同額を計上しています。このため、前年度と実質を比
較する場合は、この分を除きます。

支　　　出収　　　入会　計　名

６２億９,３５８万７千円６５億２,０４１万円国民健康保険事業
（事業勘定）

５５億１,２２３万５千円５５億１,２３３万４千円老人保健
４０億４,５６１万７千円４２億６８６万１千円公共下水道事業
２７億７,７４８万５千円２７億８,１２２万１千円介護保険

９億７１７万５千円１０億４,３８６万８千円可児駅東土地区画
整理事業

２億２,９９２万５千円２億３,９８０万４千円特定環境保全公共
下水道事業

１億７,８６４万６千円１億８,９８６万９千円農業集落排水事業

１億４,４９０万８千円１億４,８７８万円自家用工業用水道事業

１,７７３万円１,９１３万１千円国民健康保険事業
（直診勘定）

１,２３１万５千円１,３７５万３千円簡易水道事業
６０５万７千円６９０万８千円飲料水供給事業
１,８４６万８千円２,２５２万２千円５財産区（合計）

平成１６年度特別会計

市民１人当たりの市税収入 

市民１人当たりの支出 

固定資産税 

市民税（個人） 

都市計画税 

市たばこ税 

そ　の　他 

固有資産等 
所在市町村 
交付金除く 

民　生　費 

公　債　費 

土　木　費 

教　育　費 

そ　の　他 

４９,７３３円 

４６,３２８円 

４２,４０５円 

３７,０３７円 

８０,３２４円 

６２,１３９円 

４１.０６８円 

１２,３０５円 

５,４５４円 

１,３８６円 

※１７年４月１日現在の人口９９,０８４人で算出。 

合計 
１２２,３５２円 

合計 
２５５,８２７円 
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兼山町一般会計 平成１６年度 兼山町一般会計 平成１６年度 

地方交付税 ３２.２％ ４億２,２４５万７千円 （△１.５％） 

諸収入 ０.８％ １,０８６万円 （△４１.０％） 
財産収入 ０.７％ ９０５万１千円 （６３.１％） 
分担金及び負担金 ０.７％ ２０５万４千円 （２.７％） 
 
 

自主 
財源 
５２.８％ 

依存 
財源 
４７.２％ 

（　）内は前年度対比 

繰入金３５％ 
　 ４億５,９１０万７千円（４２７.３％） 

町税７.７％　１億１２３万７千円（△２.５％） 

繰越金６.２％　８,０４８万９千円（１７.３％） 

使用料及び手数料２.２％　２,９０００万円（△１.９％） 

その他１.７％ 

その他９.８％ 

その他２.６％ 

土木費　６.１％ ６,３１７４万５千円（１７.６％） 

地 方 消 費 税 交 付 金 １.１％ １,４３４万５千円 （１１.３％） 
地 方 譲 与 税 ０.７％ ９２９万６千円 （５８.５％） 
地 方 特 例 交 付 金 ０.４％ ４８５万４千円 （△３.６％） 
自動車取得税交付金 ０.３％ ３４６万２千円 （２.９％） 
利 子 割 交 付 金 ０.１％ １５４万７千円 （△２.３％） 
配 当 割 交 付 金 ０.０％ ２４万６千円 （皆増） 
株式等譲渡所得割交付金 ０.０％ ２３万１千円 （皆増） 

農林水産業費 ２.７％ ２,７７３万１千円（△２７.６％） 
議 会 費 ２.５％ ２,６０２万７千円（７.５％） 
諸 支 出 金 ２.４％ ２,５０９万３千円（△２９.９％） 
商 工 費 ２.２％ ２,３４１万９千円（３１.９％） 

総務費　２７.７％ 
２億８,８６０万６千円 
（７４.９％） 

民生費　１６.８％ 
１億７,４６２万６千円 
（△１３.０％） 

 
教育費　１４.４％ 
１億４,９６８万５千円 
（１４.９％） 

 

衛生費　１４.３％ 
１億４,８８２万３千円 
（９.０％） 

公債費　６.１％ ６,４１８万４千円（１５.４％） 

消防費　４.８％ ４,９９０万３千円（４０.１％） 

合計 
１３億 
１,０１７万 
２千円 

合計 
１０億 

４,１２７万円 

町　　　債 ６.３％ ８,１９００万円 （△２３.２％） 

国庫支出金 ３.５％ ４,５４６万７千円 （２５.５％） 

県 支 出 金 ２.６％ ３,４５７万円 （△４１.７％） 

収 入 

支 出 

合
併
に
向
け
た
事
業
を
推
進

　

平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
八
回
の
補
正
を
行
い
、
総
額
は
、

十
三
億
二
千
三
百
九
十
七
万
三
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
決
算
額
は
、
収
入

済
額
が
十
三
億
千
十
七
万
二
千
二
百

二
十
五
円
、
支
出
済
額
が
十
億
四
千

百
二
十
七
万
四
百
六
十
八
円
で
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
、
収
入
が
三
十

四
・
四
％
の
増
額
、
支
出
が
十
六
・

四
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
入
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
町
税

が
一
億
千
万
円
で
、前
年
度
対
比
二
・

五
％
の
減
、
自
主
財
源
総
額
は
六
億

九
千
万
円
で
、前
年
度
対
比
百
十
九
・

六
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合

併
へ
の
対
応
と
し
て
、
施
設
建
設
基

金
、
地
域
振
興
基
金
な
ど
を
取
り
崩

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
四
億
二
千
万

円
で
、
前
年
度
対
比
一
・
五
％
の
減

と
な
っ
て
お
り
、
依
存
財
源
総
額
は

六
億
二
千
万
円
で
、前
年
度
対
比
六
・

三
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
出
で
は
、
前
年
度
と
比
べ
総
務

費
が
一
億
二
千
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
主
に
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
導
入
事
業
を
行
っ
た
た
め

で
す
。

●
問
合
先　

総
務
課

支　　出収　　入会　計　名

１億５,０００万９千円１億６,８６５万２千円国民健康保険

１億７,３７２万１千円１億９,３３５万２千円老人保健

１億１,９９６万１千円１億３,３４７万７千円介護保険

７,５６３万５千円８,３４７万２千円公共下水道事業

６,０３１万４千円６,５１６万８千円簡易水道事業

５億７,９６４万円６億４４１２万１千円合　　　　計

平成１６年度特別会計
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第
四
十
四
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
・
第
二
十
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
の
投
票
が
、
九
月
十
一
日

（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み

ん
な
で
投
票
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

 　

昭
和
六
十
年
九
月
十
二
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
十
七
年
六
月

一
日
ま
で
に
可
児
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
選
挙
は
、
投
票
日

の
前
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出
し
た
人

も
可
児
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
た
だ
し
、
転
出
後
三
カ
月
以

上
経
過
し
、
現
住
所
地
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
場
合
は
、
現
住
所

地
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

Ｑ
投
票
で
き
る
人
は
？

 　

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午

後
八
時
ま
で
で
す
。

　

投
票
会
場
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
へ

郵
送
す
る
投
票
所
入
場
券
に
、
簡
単

な
地
図
付
で
案
内
し
て
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
会
場
へ
、
間
違
い
の
な

い
よ
う
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

 
○
は
が
き
一
枚
に
四
人
ま
で
記
入
し

て
あ
り
ま
す
。
は
が
き
が
届
い
た

ら
氏
名
・
人
数
な
ど
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

○
投
票
の
際
は
、
一
人
ず
つ
切
り
離

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い

○
万
が
一
、
紛
失
し
て
も
投
票
は
で

き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い

 　

投
票
日
に
「
仕
事
が
あ
る
」「
投
票

Ｑ
投
票
時
間
と
会
場
は
？

Ｑ
入
場
券
の
注
意
点
は
？

Ｑ
当
日
行
け
な
い
人
は
？

区
外
へ
外
出
の
予
定
が
あ
る
」
な
ど

の
理
由
で
投
票
所
に
行
け
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
期
日
前
投
票
は
、
八
月
三

十
一
日
（
水
）
か
ら
九
月
十
日
（
土
）

ま
で
の
毎
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
八
時
ま
で
、
市
役
所
で
受
け

付
け
ま
す
。
そ
の
際
、
投
票
所
入
場

券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
す
で
に
到

着
し
て
い
る
人
の
み
）　

た
だ
し
、

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
期

日
前
投
票
は
九
月
四
日
（
日
）
か
ら

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
に
よ

る
投
票
が
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

投
票
が
困
難
と
感
じ
た
人
に
は
、
必

要
な
補
助
を
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
戦
傷

病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
ま
た
は

Ｑ
体
の
不
自
由
な
人
は
？

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
要
介

護
五
に
該
当
す
る
人
で
、
あ
ら
か
じ

め
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
証
明
書
の

交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
一
定
の

要
件
や
手
続
き
の
期
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

 　

投
票
日
当
日
の
午
後
九
時
か
ら
、

総
合
会
館
五
階
大
ホ
ー
ル
（
市
役
所

向
か
い
）
で
即
日
開
票
し
ま
す
。
開

票
速
報
は
随
時
行
い
ま
す
。

 　

候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
な

ど
を
記
載
し
た
選
挙
公
報
（
県
選
挙

管
理
委
員
会
発
行
）
を
九
月
八
日
ま

で
に
新
聞
に
折
り
込
み
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い

Ｑ
開
票
は
い
つ
行
う
の
？

Ｑ
候
補
者
を
知
る
に
は
？

人
は
、
次
の
施
設
の
ほ
か
、
市
内
の

金
融
機
関
、
新
聞
販
売
店
、
郵
便
局
、

農
協
に
設
置
す
る
予
定
で
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
総
務
課
内
）

選
挙
Ｑ
&
Ａ

第２３回可児郡市発明・創意くふう展
　作品展の会場（総合会館分室）が、選挙の投
票所となるため、日程が変更されます。
●開催日　〈変更前〉　９月１０日（土）、１１日（日）
　　　　　〈変更後〉　９月１７日（土）、１８日（日）
※作品提出は、９月１４日（水）に変更。その他
の募集要項に変更はありません。詳しくは、
広報かに８月１日号をご覧ください。

●問合先　商工観光課

選
挙
公
報
を
設
置
す
る
市

の
施
設

市
役
所
１
階
、
兼
山
振
興
事
務

所
、
各
連
絡
所
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
渡
）、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

（
下
恵
土
）、
福
寿
苑
（
大
森
）、

可
児
川
苑
（
坂
戸
）、
海
洋
セ
ン

タ
ー（
坂
戸
）、
総
合
会
館
（
市
役

所
向
か
い
）、総
合
会
館
分
室（
Ｊ

Ｒ
可
児
駅
西
）、図
書
館
本
館（
広

見
）、
Ｌ
ポ
ー
ト
可
児
（
姫
ケ
丘
）

の
投
票
日
で
す 
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理
由
は
４
つ
あ
り
ま
す
。

①
多
く
の
場
合
痛
み
が
な
く
、
気
付

か
な
い
う
ち
に
進
行
し
、
気
付
い

た
時
に
は
か
な
り
重
症
に
な
っ
て

い
る

②
歯
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
歯
を
支

え
る
周
り
の
組
織
を
破
壊
し
て
し

ま
い
、
歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
食
べ

物
を
か
む
と
痛
く
な
る
。
重
症
の

場
合
は
、
歯
を
抜
い
た
り
、
自
然

に
抜
け
た
り
す
る

③
１
本
の
み
で
は
な
く
、
数
本
か
ら

全
部
の
歯
に
わ
た
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
入
れ
歯
に
な
る

④
歯
と
歯
茎
な
ど
口
の
中
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、細
菌
性
心
内
膜
炎
・

心
筋
梗
塞（
こ
う
そ
く
）な
ど
の
心

臓
疾
患
や
、
動
脈
硬
化
、
脳
血
管

障
害
、
肺
炎
、
低
体
重
児
出
産
な

ど
全
身
疾
患
へ
の
影
響
が
あ
る

　

自
覚
症
状
に
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
項
目
に
当
て
は
ま

る
も
の
が
多
け
れ
ば
、
歯
周
病
の
可

能
性
が
高
い
で
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
歯
周
病
に
か
か

っ
て
い
る
人
の
割
合
、
残
っ
て
い
る

平
均
の
歯
の
数
は
、
下
の
グ
ラ
フ
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
特
に　

歳
を
過

４０

ぎ
た
こ
ろ
か
ら
急
に
歯
周
病
で
歯
を

失
う
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
自
覚
症

状
が
な
く
て
も
歯
周
病
が
発
症
、
進

行
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
す
る

た
め
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　

健
康
増
進
課

な
ぜ
歯
周
病
は
怖
い
の
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

気
付
か
な
い
間
に
進
行
し
、
手
遅
れ
に
な
り
や
す
い
歯
周
病
。

歯
周
病
の
進
行
の
仕
方
や
症
状
の
現
れ
方
を
学
び
、
歯
周
病
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

自
覚
症
状
は

歯
周
病
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

歯
周
病
の
怖
い
理
由

歯
を
磨
く
と
血
が
出
る

歯
茎
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

歯
や
歯
茎
が
し
み
る

口
臭
が
す
る

歯
が
以
前
よ
り
長
く
な
っ
た

よ
く
歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物

が
つ
ま
る

歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
硬
い
物

が
か
み
に
く
い

＜歯肉炎＞ 
　歯の根元に歯こう（プラー
ク）がたまると、その周りの
歯肉に炎症が起きます。歯
磨きの時や硬い物を食べる
と、出血することがあります。 

＜歯周炎＞ 
　歯こうが付いたまま
になっていると歯石に
なり、歯根膜が破壊され、
歯周ポケット（歯の周り
の溝）が次第に深くなり
炎症も進み、歯槽骨の
破壊が始まります。 

＜重度歯周炎＞ 
　そのまま炎症が進むと歯
槽骨がさらに破壊され、歯肉
も下がり、歯がぐらぐらにな
ります。歯の周りから出血や
うみも多く見られるようにな
ります。 

プラーク 
歯肉に炎症が 
起きる 

歯根膜 

歯槽骨 

歯槽骨の破壊が 
さらに進む 

炎症がひどくなる 
歯石 

歯周 
ポケット 

歯根膜、歯槽骨の 
破壊が始まる 

可児市歯周病検診
　歯周病を早期発見するために、市は歯周病検診を実
施します。
　対象年齢は平成１７年４月１日現在で４０歳、４５歳、５０
歳、５５歳、６０歳、６５歳、７０歳です。
　個人負担金は５００円ですが、生活保護法による被保護
世帯に属する方や老人保健法医療受給者証をお持ちの
方、平成１８年４月１日までに７０歳以上の人は無料です。
　詳細は、健康増進課まで問い合わせてください。 ３０歳代 

残存歯数 

参考：平成１１年歯科疾患実態調査 

歯周病罹患率 

４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 

３０ 

２５ 

２０ 

１５ 

１０ 

５ 

０ 
本 

１００％ 

９０％ 

８０％ 

７０％ 
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国勢調査
員 

○○○○
○○○ 

○○○○
○○○○

 

わたしが調査員です
調査員は、首からつり下げたホルダー
の中に調査員証を、そして「国勢調査」
とロゴの入った水色の紙袋を持って
います。

国勢調査の日程

9/20（火）～22（木）
調査員が、「調査についてのお知らせ」を郵便受
けに入れるなどして配布します。

「かたり調査」にご注意を
国勢調査と称して、氏名や世帯構成などを電話で照会する「かたり調査」にご注意ください。このような
不審な電話があったときは、すぐに答えず、総合政策課まで問い合わせてください。

9/23（金）～30（金）
調査員が、調査票の配布と記入のお願いに伺い
ます。

調査票は封入して提出できます
調査票配布の際にお配りする「調査書類整理

用封筒」に調査票を入れ、「封入用テープ」で封を
して提出することもできます。
この場合、調査員は開封せず、そのまま指導員

（市職員）へ提出します。もし記入漏れなどがあ
った場合、指導員より各世帯へ確認させていた
だくことがありますので、調査票に電話番号の
記入を忘れないようにしてください。

提出した調査票はどうなるの？
調査員が回収した調査票は、指導員が確認し

た上で市が取りまとめます。その後、都道府県を
経由して総務省統計局に集められ、結果の集計・
公表を行います。

10/1（土）～10（月）
調査員が、記入していただいた調査票の回収に
伺います。

●問合先 総合政策課

調査員証
紙袋
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八
月
一
日
に
近
く
の
公
民
館
で
竹

馬
を
作
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
地
区

の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
竹

馬
乗
り
の
手
本
を
見
せ
て
く
れ
た

り
、
竹
馬
の
作
り
方
な
ど
を
や
さ
し

く
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
竹
馬
を
実
際
に
作
っ
て
み
る
と

は
り
が
ね
で
竹
を
巻
き
つ
け
る
所
が

思
い
き
り
ひ
っ
ぱ
り
な
が
ら
巻
く
力

が
必
要
だ
っ
た
の
で
と
て
も
む
ず
か

し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
竹
馬
が
で
き
た
ら
竹
馬
に
乗

る
練
習
を
し
ま
し
た
。
最
初
は
ぜ
ん

ぜ
ん
乗
れ
な
か
っ
た
け
ど
練
習
を
し

た
ら
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
は
こ
の

竹
馬
作
り
を
体
験
し
て
昔
の
人
は
、

み
ん
な
自
分
た
ち
で
遊
ぶ
道
具
を
作

っ
て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
昔
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
の

作
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

竹
馬
作
り
を
体
験
し
て

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

　
　
　
　
　
　
　

●
亀
井
辰
典
君
（
旭
小
六
年
）

　

七
月
十
八
日
、
か
に
川
で
カ
ワ
ゲ

ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。
上

か
ら
川
を
見
た
ら
き
れ
い
だ
っ
た
け

ど
、
み
ん
な
が
入
っ
た
ら
よ
ご
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。石
を
ど
か
し
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
虫
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
ウ
ズ
ム
シ
、
イ
シ
マ
キ
ガ
イ
、

カ
ワ
ニ
ナ
、
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ
、
は

ぐ
ろ
と
ん
ぼ
の
や
ご
、
ハ
バ
ヒ
ロ
ム

シ
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
が
い

ま
し
た
。
ぼ
く
が
と
り
た
か
っ
た
の

は
サ
ワ
ガ
ニ
で
す
。

　

川
が
つ
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ぬ
る
ぬ
る
と
し
て
す
べ
り
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
か
に
川
は
、
ウ
ズ
ム
シ

が
ち
を
す
わ
な
く
て
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
こ
ん
ど
い
っ
た
と
き
は
、

サ
ワ
ガ
ニ
を
つ
か
ま
え
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
あ
と

に
、
な
が
し
そ
う
め
ん
を
た
べ
ま
し

た
。い
っ
ぱ
い
と
っ
て
た
べ
ま
し
た
。

ゼ
リ
ー
や
パ
イ
ン
や
プ
チ
ト
マ
ト
も

流
れ
て
き
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
お
な
か
い
っ
ぱ
い
た
べ
て
た
の

し
か
っ
た
で
す
。

カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に
い
っ
て

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

　
　
　
　
　
　
　

●
小
栗
奨
平
君
（
旭
小
二
年
）

何かを発見！

たも網をのぞきこむ小栗君 難しかった、竹に針金を巻き付ける作業

手作りの竹馬を乗りこなす亀井君（左）



モグモグ。最近は何でも
口に入れちゃうの。

いつでもお散歩大好き！
今日もおでかけだよ。

〒509-0292　広見一丁目1番地　「こっちむいてパシャッ」係 
　 kouhou@city.kani.gifu.jp（２５０キロバイト～１.５メガバイト程度で撮影） 
※お子さんの名前（ふりがな）、生年月日、保護者の氏名、住所、 
　電話番号、コメントを30文字程度を明記してください。 

かわいいお子さんの写真を受け付けて 
います。ぜひご応募ください。 

次の皆さんから浄財などの 
寄付がありました。（敬称略） 

社会福祉に… 
●地球ハーモニー　●可児市老人
福祉センター可児川苑利用者一同
●可児市商工会議所帷子支部  
●めぐみの農協土田支店　●今渡
台手芸同好会　●田口三夫 

男女共同参画事業推進のた
めに･･･ 
●国際ソロプチミスト可児 

早く何でも食べれるよう
になりた～い！

【目　的】 
　最も花の美しい時期に花が咲くように開花時期を調整
する事と、夏の間に伸び過ぎて混み合った枝を間引き、
良い枝により養分がいくようにするために弱せん定を行
います。 
　弱せん定をするのはハイブリッドティやフロリバンダ
などの四季咲き性のあるバラのみで、原種や一季咲きの
オールドローズの枝は、冬まで切らずにそのままにして
おきます。 
【時　期】 
　寒冷地を除いては、おおおそ８月下旬～９月１０日ごろ
に行います。 
【手　順】 
①枯れ枝や病害虫に侵された枝を付け根から切り取る 
②株の中心部で混み合っている懐枝を整理する 
③今年２番目に伸びてきた枝の、外側を向いた５枚葉の
約１センチメートル上で切除する。基本は株全体をせ
ん定前の約３分の２の大きさに仕立てること 

3

（文・イラスト　花フェスタ記念公園） 

お花に囲まれてハイチー
ズ☆すてきでしょ！

…切除する部分 

広報かに ２００５.９.１��
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夏
ま
つ
り 

思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
可
児
の
夏 

　

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
市
内
各
地
で

伝
統
行
事
や
夏
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

８
月　

日
、　

日
は
、「
可
児
夏
ま
つ
り
２

１２

１３

０
０
５
」
が
、
市
役
所
駐
車
場
お
よ
び
そ
の

周
辺
で
開
催
さ
れ
、
２
日
間
で
約
３
万
人
の

人
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

日
は
、
午
後
６
時
か
ら
の
ス
テ
ー
ジ
発

１２
表
に
引
き
続
き
、
午
後
８
時
か
ら
は
噴
き
上

げ
花
火
「
Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ　

Ｆ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ
ｙ
」

が
行
わ
れ
、
会
場
内
は
最
高
潮
。
光
と
音
と

の
織
り
成
す
幻
想
的
な
世
界
に
魅
了
さ
れ
ま

　

毎
年
恒
例
の
「
夏
休
み
親
と
子
の
市
政
見

学
バ
ス
」
が
８
月
３
日
・
５
日
の
２
日
間
行

わ
れ
、
合
わ
せ
て　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

４９

　

川
合
浄
水
場
で
は
、
水
道
水
が
で
き
る
ま

で
の
実
験
を
行
っ
た
り
、
南
消
防
署
で
は
、

レ
ン
ジ
ャ
ー
体
験
や
は
し
ご
車
に
乗
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
に
合
併
し
た
兼
山
の
蘭
丸
ふ

る
さ
と
の
森
、
兼
山
歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど

も
見
学
。
資
料
館
を
見
学
し
た
子
ど
も
か
ら

は
、「
森
蘭
丸
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
て
よ
か

っ
た
」
と
の
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
親
と
子
の
市
政
見
学
バ
ス 

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た 

▲ダンスを踊る子どもたち

し
た
。

　

２
日
目
の　

日
は
、ふ
る
さ
と
川
公
園
で
、

１３

魚
の
つ
か
み
取
り
、
と
ん
か
ち
広
場
や
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
つ
り
の
締

め
く
く
り
は
、今
年
新
た
に
制
作
し
た
曲「
お

ど
ろ
ま
い
か
」
を
中
心
に
総
踊
り
。
舞
台
を

中
心
に
幾
重
も
の
輪
が
で
き
、
盛
大
の
う
ち

に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

はしご車に乗って２０mの高さを体験

▲元気いっぱい　！ 魚のつかみ取りに挑戦

▲夜空を
染める花火

山車を飾る数多くの提灯（７月２３日、西帷子・石原提灯祭）

無病息災を祈り、茅の輪をくぐる参拝者
（７月３１日、土田・白鬚神社の輪くぐり）
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８
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
広
見
公
民
館

１０

１５

ゆ
と
り
ピ
ア
で
、
終
戦　

周
年
事
業
「
原
爆

６０

と
人
間
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
市
教
育
委
員
会
と
岐
阜
県
原
爆
被
爆

者
の
会
可
茂
支
部
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

会
場
内
で
は
、
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
直
後

の
広
島
の
街
の
よ
う
す
、
や
け
ど
を
負
っ
た

人
々
の
写
真
や
絵
を
展
示
。
戦
争
の
悲
惨
さ

を
訴
え
た
紙
芝
居
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日
に
は
、
被
爆
体
験
を
語
る
会

１２

が
行
わ
れ
、
悲
惨
な
体
験
談
に
思
わ
ず
涙
す

る
人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

終
戦
６０
周
年
事
業 

平
和
の
尊
さ
を
考
え
る 

　

８
月
５
日
、
市
教
育
研
究
所
の
主
催
に
よ

る
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
の
連

携
講
座
が
、
可
児
工
業
高
校
を
は
じ
め
市
内

３
カ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
や

「
生
き
る
力
」
を
付
け
る
上
で
、
幼
・
小
・

中
・
高
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

教
職
員
を
対
象
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
の
一
つ
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研

修
室
で
は
、　

人
の
先
生
が
参
加
。
葉
ボ
タ

１９

ン
の
種
ま
き
や
里
山
林
の
管
理
の
仕
方
な
ど

を
真
剣
な
面
持
ち
で
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

幼
・
小
・
中
・
高
連
携
講
座
 

子
ど
も
の
健
全
育
成
を
目
指
し
て 

　

７
月　

日
、　

日
の
２
日
間
、
桜
ケ
丘
小

２３

２４

学
校
で
校
庭
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
小
学
校
の
学
校
開
放
倶
楽
部

の
主
催
に
よ
る
も
の
で
今
年
４
回
目
。
小
中

学
生
や
そ
の
保
護
者
、
地
域
住
民
が
一
同
に

会
し
、
２
０
０
人
を
超
え
る
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
自
治
会
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
各
種
団
体
も
、
強
力
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
は

な
く
大
人
も
思
う
存
分
、
夏
の
２
日
間
を
満

喫
し
ま
し
た
。

桜
ケ
丘
小
学
校
学
校
開
放
倶
楽
部
 

地
域
ぐ
る
み
の
多
世
代
間
交
流 

　

来
場
者
か
ら
は
、「
こ
こ
に
来
て
初
め
て

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
た
」
「
パ
ネ
ル
を

見
て
い
る
う
ち
に
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

二
度
と
戦
争
は
し
な
い
で
ほ
し
い
」
な
ど
、

恒
久
平
和
を
願
う
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

真っ赤に熟したミニトマトを収穫する先生たち

みんなでキャンプファイヤー

▲体験を語る梅岡昭生さん（右）と藤井俊子さん

▲紙芝居「被爆者からの伝言」

▲パネルを真剣に見入る中学生たち
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在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

介
護
予
防
推
進
の
つ
ど
い

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、「
健
康
寿
命

を
の
ば
そ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
介
護
予

防
推
進
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
土
）

１７

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
今
渡
）

●
内
容　

多
胡
肇
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体

操
指
導
者
）
に
よ
る
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
、

シ
ニ
ア
体
力
テ
ス
ト
の
測
定

●
参
加
費　

無
料

●
問
合
先　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
○
可
児
市
社
協
�
�
２
５
２
５　

○
春

里
苑
�
�
１
１
２
２　

○
サ
ン
ビ
ュ
ー
可

児
�
�
２
２
７
７　

○
花
ト
ピ
ア
�
�
０

１
６
１　

○
兼
山
�
�
２
２
４
３
）

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
開
催

　

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
は
、
施
設
を
開
放
し

て
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
る
「
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
日
）

１８

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
２
時　

分

３０

３０

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
（
可
児
警
察

署
西
）

●
内
容　

バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
太

鼓
演
奏
、
鳴
子
踊
り
、
牛
乳
パ
ッ
ク　

枚
１０

以
上
で
粗
品
進
呈
な
ど

●
問
合
先　

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児

 

�
�
３
７
１
１

千
と
せ
会 

踊
り
の
つ
ど
い
を
開
催

　

千
と
せ
会
は
、
第
１
回
踊
り
の
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
日
）

１８

●
時
間　

午
後
１
時
〜
（
午
後
零
時　

分
開

３０

場
）

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
内
容　

会
員
に
よ
る
踊
り
の
発
表

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

催
し 

E
ven

t

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

同
会
の
大
澤
千
恵
子
さ
ん

 

�
�
０
７
４
６

虹
の
広
場
― 

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

　

相
互
扶
助
の
会
い
し
ず
え
は
、
福
祉
・
環

境
・
文
化
の
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と

共
催
で
「
虹
の
広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
祝
）

１９

●
時
間　

午
前　

時
〜

１０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
内
容　

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、
リ
フ
ォ
ー

ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
バ
ザ
ー
な
ど

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

福
祉
の
店
「
く
る
み
」

 

�
�
７
９
５
４

9月10日は「下水道の日」です

　下水道が整備された地域で、まだ接続していない人は、早めに接続をお願いします。

　下水道へ切り替えるときは
　浄化槽や汲み取り便槽を下水道に切り替えるときは、市から許可を受けている次の業者へ
最終清掃（浄化槽汚泥の引き抜き・洗浄、し尿の汲み取り）を依頼してください。
　なお、浄化槽については廃止届を環境課に提出してください。
○許可業者
　�（有）可児エスコ　　　　��１２６６
　�（有）広見環境サービス　��０５１０
　�（有）御嵩衛生社　　　　��５５７６

　油を流さないで！
　下水道管に油を流すと、管内で固まって管を詰まらせてしまいます。油は絶対に流さない
でください。
　油を廃棄する場合は、新聞紙などで吸い取るか、市販の製品を使って固め、燃えるごみと
して出してください。
　特に飲食店では、グリーストラップ（油止め）を適切に管理してください。

　不審な業者にご注意を
　最近、市からの派遣であるかのように装い、排水設備（宅内の排水管、マス）などの点検・
修理を迫る業者が増えています。これは、業者が維持修理工事を行いたいために、自主的に
営業活動をしているものと思われます。
　市では、このような紹介や調査行為を行っていませんので、注意してください。正しい使
い方を守っていれば、下水道管が詰まることはありません。不審な業者が現れたときは、次
のような対応をしてください。
①身分証明書の提示を求め、身元を確認する
②その場ですぐに契約しない
③下水道課に問い合わせる
※これは、業者の正当な営業活動を妨げるものではありません。
●問合先　下水道課
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女
と
男
の
か
が
や
き
講
座 

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
探
そ
う

　

市
は
、
生
き
生
き
と
し
た
自
分
ら
し
い
生

き
方
を
探
る
た
め
の
７
回
連
続
講
座
「
未
来

創
造
塾
―　

世
紀
の
生
き
方
探
し
―
」
の
参

２１

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
と
テ
ー
マ

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
ほ
か

●
対
象
者　

一
般
成
人

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

●
受
講
料　

無
料

募
集 

In
vitation

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
火
）

１３

※
託
児
希
望
者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

総
合
政
策
課

生
ご
み
エ
コ
サ
ー
ク
ル 

生
ご
み
有
効
活
用
の
た
め
に

　

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
・
生
ご
み
エ

コ
サ
ー
ク
ル
は
、
家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
生

ご
み
の
た
い
肥
化
や
減
量
、
生
ご
み
た
い
肥

に
よ
る
お
い
し
い
野
菜
作
り
に
つ
い
て
学
ぶ

講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
日
）

１８

●
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
場
所　

兼
山
公
民
館

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
・
問
合
先　

環
境
課

東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会 

が
ん
に
つ
い
て
理
解
を

　

東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会
は
、
が
ん
の
痛
み

の
治
療
薬
「
モ
ル
ヒ
ネ
」
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
得
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月
１
日
（
土
）

１０

●
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

多
治
見
市
医
師
会
館
（
多
治
見
市

音
羽
町
）

●
講
師　

的
場
元
弘
さ
ん
（
北
里
大
学
医
学

部
講
師
）

●
演
題　
「�
痛
か
っ
た
、
で
も
痛
く
な
く
な

っ
た
�
を
求
め
て
」

●
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
５
０
７

―
０
９
０
１
土
岐
郡
笠
原
町
１
１
０
４
―

４
東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会
事
務
局
に
送
る

●
問
合
先　

同
会
事
務
局

 

�
０
５
７
２
�
３
９
２
３

体
育
連
盟 

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
場
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用

す
る
た
め
の
、
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

●
期
日
と
講
習
時
間

●
場
所　

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場

（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人
（
子
ど
も
連

れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

１８

●
持
ち
物　

運
動
服
・
室
内
靴

●
受
講
料　

５
０
０
円
（
釣
り
銭
の
必
要
が

な
い
よ
う
に
）

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
窓
口

で
申
し
込
む

●
申
込
開
始
日　

９
月
９
日
（
金
）
午
前
８

時　

分
〜

３０

※
講
習
時
間　

分
前
に
は
受
け
付
け
を
済
ま

１０

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

同
連
盟
事
務
局
�
�
８
６
０
０

岐
阜
県
教
育
委
員
会 

妊
娠
期
か
ら
の
子
育
て
講
座
を
開
催

　

岐
阜
県
教
育
委
員
会
は
、
妊
娠
期
か
ら
の

子
育
て
講
座
「
は
じ
め
の
一
歩
」（
３
回
連
続

講
座
）
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

妊
娠
期
お
よ
び
乳
幼
児
の
親

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
・
問
合
先　

市
生
涯
学
習
課

期　

日

　

月
１
日
（
土
）

１０
　

月
８
日
（
土
）

１０
　

月　

日
（
水
）

１０

１２

　

月　

日
（
月
）

１０

１７

　

月　

日
（
土
）

１０

２９

講
習
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

午
後
７
時
〜
９
時

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
後
７
時
〜
９
時

講　師テーマ期　日回

赤澤ヒロ子さん
（名古屋YWCA）はじめの一歩９／１７（土）１

石月静恵さん
（桜花学園大学教授）

平塚らいてう・市川房枝からの
メッセージ１０／１５（土）２

木全和巳さん
（日本福祉大学助教授）

育休からの贈りもの
～男性の家庭参画～１１／５（土）３

住田裕子さん
（弁護士）

講演会：人権について
（演題は未定、※公開講座）１２／３（土）４

中島幸子さん
（DVコンサルタント）DVをのりこえて（※公開講座）１／２１（土）５

赤澤ヒロ子さん
（名古屋YWCA）

私らしい自己表現
～気持ちを伝えるために～２／１８（土）６

中島美幸さん
（愛知淑徳大学講師）できることから　はじめよう３／１８（土）７

内　容場　所時　間期　日回

お友達をつくりまし
ょう

広見公民館
ゆとりピア

午前１０時
～１１時３０分

１０／１２
（水）１

簡単な手作り絵本
を作りましょう広見東公民館午前１０時

～１１時３０分１９（水）２

子育ては楽しみ、
お父さん出番です

広見公民館
ゆとりピア

午後１時３０分
～３時

１１／１２
（土）３
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定
年
を
迎
え
た
人
の
健
康
教
室 

定
年
後
の
健
康
づ
く
り
を

　

可
児
市
健
康
づ
く
り
運
動
普
及
推
進
協
議

会
は
、「
定
年
を
迎
え
た
人
の
健
康
教
室
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

定
年
を
迎
え
る　

〜　

歳
で
、

５５

６５

６
回
す
べ
て
を
受
講
で
き
る
人

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２５

●
参
加
費　

無
料
（
第
４
・
５
回
の
み
昼
食

代
の
自
己
負
担
有
り
）

●
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
健
康
増
進
課
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
木
）

１５

●
問
合
先　

健
康
増
進
課

可
児
商
工
会
議
所 

経
営
講
演
会
を
開
催

　

可
児
商
工
会
議
所
は
、「
人
の
ご
縁
で
で
っ

か
く
生
き
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
講
演

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
木
）

１０

１３

●
時
間　

午
後
７
時
〜

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
講
師　

中
村
文
昭
さ
ん
（（
有
）
ク
ロ
フ
ネ

カ
ン
パ
ニ
ー
代
表
取
締
役
）

●
対
象
者　

経
営
者
お
よ
び
後
継
者
な
ど

●
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
む

●
申
込
・
問
合
先　

同
会
議
所

 

�
�
０
０
１
１

 
歯
科
休
日
診
療
当
番
― 

治
療
が
必
要
な
場
合
は

　

９
月
の
祝
日
の
歯
科
休
日
診
療
当
番
は
次

の
通
り
で
す
。歯
の
治
療
を
受
け
た
い
人
は
、

電
話
で
確
認
し
て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日
と
歯
科
医
院
名　

○
９
月　

日（
祝
）

１９

＝
可
知
歯
科
医
院
（
御
嵩
町
・
�
�
０
０

案
内 

G
u

id
an

ce

３
６
）　

○
９
月　

日
（
祝
）
＝
田
中
歯
科

２３

（
桜
ケ
丘
・
�
�
０
６
６
６
）

●
診
療
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
歯
以
外
の
急
病
は
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー（
�
�
３
７
９
９
）へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー

敬
老
事
業 

長
寿
を
お
祝
い

　

市
は
、
平
成　

年
度
敬
老
事
業
を
次
の
通

１７

り
実
施
し
ま
す
。

　
百
歳
・
白
寿
（　

歳
）
到
達
者
表
敬
訪
問 　

９９

　

９
月
中
旬
に
行
い
ま
す
。

　
米
寿
（　

歳
）
到
達
者
お
祝
い 

　

８８

　

９
月
中
に
お
祝
い
状
と
記
念
品
を
兼
山
振

興
事
務
所
ま
た
は
連
絡
所
か
ら
届
け
ま
す
。

▽
対
象
者　

大
正
６
年
４
月
１
日
か
ら
大
正

　

７
年
３
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

３１

　
い
き
い
き
長
寿
の
つ
ど
い 

　

　
　

歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
に
、
楽
し
い
ひ
と

７５
時
を
過
ご
し
て
も
ら
う
「
い
き
い
き
長
寿
の

つ
ど
い
〜
宝
寿
の
賀
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日　
　

月
６
日
（
木
）

１０

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

３０

▽
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
者　

昭
和
５
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
問
合
先　

い
き
い
き
長
寿
課

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

缶
ペットボトル
トレー資源

金物類・
粗大ごみ収集地区

２１貉２８貉
中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

２２貅２９貅今渡・土田

２６豺１２豺菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

２９貅１５貅東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

２８貉２１貉
川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

２７貂２０貂
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・
しらさぎ・渕之上・兼山

１６貊９貊
下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

３０貊１６貊
桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・松伏・
大森台・星見台

９月のごみ・リサイクル資源収集日

資源集団回収にご協力を

９月２５日（日）期　　日

可児市生活学校回収団体

瓶、缶、ペットボトル、トレ
ー、発泡スチロール、紙類
（新聞と広告は別にする）

回収品目

午前９時～１１時の間に
総合会館分室駐車場（Ｊ
Ｒ可児駅西）へ

収集時間
場　　所

内　容場　所時　間期　日回

中高年の生活習慣病と運動総合会館
（市役所向かい）

午前９時３０分
～正午９／２７（火）１

気功を体験しよう広見公民館ゆとりピア午前９時３０分
～１１時３０分１０／４（火）２

太極拳を体験しよう広見公民館ゆとりピア午前９時３０分
～１１時３０分　　１１（火）３

バスでウオーキング
妻籠～馬籠宿

ふれあいパーク・緑の丘
（羽崎・集合場所）

午前８時
～午後５時　　２５（火）４

里山・森林整備を体験しようふれあいパーク・緑の丘
など

午前９時
～午後２時３０分１１／１（火）５

ヨーガを体験しよう総合会館午前９時３０分
～正午　　１５（火）６
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３種・２種混合（初回・追加）
　● 期日と場所　　○ ９月１３日（火）＝
下恵土公民館　　○ ９月２０日（火）＝
桜ケ丘公民館　　● 受付時間　２時～
２時３０分　　● 対象者　生後３カ月以
上９０カ月未満　　○ ３種＝百日ぜきに
かかったことのない子（３～８週間
の間隔で３回接種）　　○ ２種＝百日
ぜきにかかったことのある子（４～
６週間の間隔で２回接種）　※初回
終了後１年～１年半の間隔で追加接
種を受けてください。

こども相談
　● 期日　９月１５日（木）　　● 受付時間
９時～１０時３０分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　乳幼児を持つ人

あこがれママ教室
　● 期日　３課＝９月１６日（金）　　● 受
付時間　９時２０分～９時３０分　　● 場
所　保健センター　　● 内容　臨月か
らお産、乳房の手当て

献血
　● 期日　９月１６日（金）　　● 受付時間
９時３０分～正午　　● 場所　関西電力
（今渡）

BCG
　● 期日　９月２２日（木）　　● 受付時間
１時３０分～１時５０分　　● 場所　保健
センター　　● 対象者　１７年６月１日
～１５日生まれ　※BCG前後４週間
は、ほかの予防接種を受けないでく
ださい。

成人健康相談
　● 期日　９月１６日（金）　　● 受付時間
１時３０分～３時　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　一般成人　　● 内容
　○ 健康相談（血圧測定、検尿、体脂
肪率測定）　　○ 栄養相談（家庭のみそ
汁の塩分測定）　　○ 歯科相談

ポリオ
　● 期日と場所　　○ ９月１２日（月）＝
土田公民館　　○ ９月１６日（金）＝広
見東公民館　　● 受付時間　２時～２
時３０分　　● 対象者　投与日を基準と
して、生後３カ月から９０カ月までの
乳幼児で、未投与者と１回投与済者
※２回目投与は、１回目との間隔を
６週間以上空けてください。

７か月児健康診査
　● 期日　９月２０日（火）　　● 受付時間
９時～１０時３０分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　１７年１月生まれ

元気はつらつ講話
　● 期日　９月２２日（木）　　● 時間　１０
時～１０時４０分　　● 場所　可児川苑
（坂戸）　　● 内容　お口の健康「歯が
輝けば笑顔もキラリ！」

離乳食モグモグ教室
　● 期日　９月２８日（水）　　● 受付時間
９時４５分～１０時　　● 場所　総合会館
（市役所向かい）　　● 対象者　離乳中
期以降の子どもを持つ人　　● 持ち物
エプロン、三角きん、手ふき　　● 申
込締切　９月２１日（水）　　● 申込先
健康増進課

こども歯みがき相談
　● 期日　９月１３日（火）　　● 受付時間
１時２０分～２時　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　１５年５月生まれ
　● 内容　歯科健診、歯こう染め出し、
ブラッシング指導、おやつ指導
　● 持ち物　母子手帳、エプロン、タ
オル、歯ブラシ、手鏡、コップ　　● 申
込先　健康増進課（前日までに）

１歳６か月児健康診査
　● 期日　９月１４日（水）　　● 受付時間
１時～１時１５分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　１６年２月１日～１５
日生まれ

母子健康手帳交付
　● 期日　毎週金曜日　　● 受付時間
９時１５分～９時３０分　　● 場所　保健
センター

３歳児健康診査
　● 期日　９月２０日（火）　　● 受付時間
１時～１時１５分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　１４年８月１６日～３１
日生まれ

乳児健康診査
　● 期日　９月２１日（水）　　● 受付時間
１時～１時１５分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　１７年５月１日～１５
日生まれ

離乳食相談
　● 期日　９月２１日（水）　　● 受付時間
２時～２時１５分　　● 場所　保健セン
ター　　● 対象者　離乳期の乳児を持
つ人　

生涯学習相談
　● 期日と場所　　○ ９月１１日（日）＝
文化創造センター（下恵土）　　○ ９月
２０日（火）＝市役所１階相談室　　● 時
間　１時～４時　※子どもボランテ
ィア相談も受け付けます。　　● 問合
先　生涯学習課

心配ごと相談
　● 期日　毎週火曜日　　● 時間　１時
～４時　　● 場所　福祉センター
（今渡）　　● 問合先　市社会福祉協
議会　��１５５５

法律相談
　● 期日　９月２０日（火）　　● 受付時
間　１時～２時　　● 場所　福祉セン
ター　　● 問合先　まちづくり推進課

ことば・発達相談
　● 日時　平日の３時３０分～４時３０分
に電話で受け付け、予約　　● 場所
養護訓練センター（可児警察署西）
※お子さんの言葉と発達について気
軽に相談してください。　　● 申込・
問合先　同センター　��０２５５

住宅（建築）相談
　● 期日　９月１６日（金）　　● 時間　１
時～４時　　● 場所　市役所１階相談
室　　● 問合先　建築指導課

景観相談
　● 日時　　○ デザイン・色彩＝９月１５
日（木）９時３０分～１１時３０分　　○ 緑
化＝９月２０日（火）２時～４時
　● 場所　市役所１階相談室　　● 申込
方法　都市計画課へ電話で予約する
　● 問合先　同課

　乳児健診・１歳６か月児健診・３歳児健診と保健センターで行われる予防接種の番号札は、午前８時３０分から受付に用意
しています。番号札を利用する場合は、母子健康手帳を持参の上、お越しください。　 　● 問合先　健康増進課

国民健康保険税

介護保険料
4期

9月の税金 

※９月30日までに納めましょう。

国税の出張相談
　● 期日　９月２２日（木）　　● 時間　１０
時～３時　　● 場所　市役所１階相談
室　　● 問合先　税務課

発達と教育の相談会
　● 期日　９月２１日（水）　　● 時間　１
時３０分～３時３０分　　● 場所　総合会
館分室（JR可児駅西）　　● 申込方法
各幼稚園、各保育園、小中学校に備
え付けの相談申込書で申し込むか、
教育研究所へ電話で予約する　　● 問
合先　同研究所　��４８４１
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大栄幼稚園家庭教育学級のワークショップ 

きずな 

太郎（日本語） 春 夏 秋 

José
（ポルトガル語） 

Emily
（英語） 

太郎 & José & Emily：四季を織り交ぜ、あいさつしよう！ 

プリマヴェーラ 
Primavera

ヴェラオ 
Verão

オウトノ 
Outono

スプリング 
Spring

サマー 
Summer

オータム 
Autumn

ウィンター 
Winter

冬 

インヴェルノ 
Inverno

「広げよう　男女共同参画の輪！」 

No.3

絵本の読み聞かせをしよう 
　子どもにとって、ご両親や身近な人に絵本を読ん

でもらうひとときは、かけがえのない触れ合いの時

間です。子育ての中に、ぜひ絵本の読み聞かせを取

り入れましょう。 

1．子どもに愛情を与えます 
　赤ちゃんにとって絵本は、言葉の意味がまだ分か

らなくても、大好きなお母さんやお父さんの声を聞

きながら、ひざに抱っ

こされて温かさを感じ

ながら、美しい楽しい

絵を見る体験を通じて、

「親子の絆」を深め、

子どもの心を豊かにし

てくれます。そして、

絵本を読んでもらった

子どもは心が落ち着き、たくさんの愛情を感じとる

ことができるでしょう。 

2．たくさんの言葉に出会えます 
　3歳までの子どもは言葉を獲得していく大切な時期

にあります。言葉が豊かになることは、考えや思い

が豊かになることです。親から子どもへの優しい語

り掛けや温かな触れ合いを通じて、子どもの言葉の

発達を促します。 

3．子どもの想像力が育ちます 
　絵本を読んであげると、子どもはページをめくる

前に次はどうなるのかな、何が出てくるのかな･･･と

思いを巡らすことができます。このようにして「目

に見えないものを見る力（想像力）」を養うことが

できます。 

●問合先　健康増進課 

No.3

可児市在住の外国人：28カ国6,102人 
　　　　　　　（平成17年8月1日現在） 

男女共同

　今回は、地域で推進活動を行っている市民グルー
プ「P3（ピーキューブ）可児」を紹介します。 
 
　『P3（ピーキューブ）可児』は、すべての人が能
力を活かし合い、生き方を尊重し合う男女共同参画
社会の実現を目指し、地域で活動をしている市民グ
ループです。 
　P3（ピーキューブ）とは、Potential（可能性・潜
在力）・Partnership（協働）・Enpowerment（力を引
き出す）からPの3乗（Pキューブ）と名付けられました。 
　これまで、可児市のまちづくり活動助成金や岐阜
県男女共同参画推進サポーター協働事業を活用しな
がら『可児市男女共同参画プラン2010を読む』『条

例制定を考える』講座、『ジェンダーってなあに？』
をテーマにしたワークショップなどの企画実践をし
てきました。 
　活動内容は、会員一人ひとりの思いを出し合いな
がら決められていきます。例会は不定期ですが、そ
れぞれの生活の中で感じたことや疑問に思ったこと
を話し合う場が作られ、子育て、仕事、夫婦関係、

メディア…など話の
ネタは尽きない模様。
興味のある人は、ぜ
ひ参加してください。 
●問合先 
　総合政策課 

 

●問合先　まちづくり推進課 

ジョゼ エミリー 
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　平成１５年の電子投票による市議会議

員選挙が無効となりました。既に２年が

過ぎていますが、私の中にはあのとき

のことが今でも鮮明に残っています。

事あるごとに思い出し、気持ちが滅入り

ます。 

　しかし、いつまでも引きずっていても

いいことはありません。成功の秘訣は「迷

ったときは、難しいほうを選べ」といい

ます。チャレンジ精神で、何事にも「前

向き」に取り組んでいくことが大切です。

それが、市民をはじめ、迷惑を掛けた人

たちへの償いになっていくのではない

かと思います。 （河） 

広報かには、ボランティアグループ
により音訳・点訳されています。音
訳版または点訳版の広報を希望す
る人は、市政情報課にご連絡ください。 

編集後記 

臨時休館のお知らせ 

「ケーブルテレビ可児７ｃｈ」で毎日放映中！！ 

M E D I A 　 I N F O R M A T I O N

●「みんなで健康づくり」展 
　９月１０日（土）～９月２９日（木）（本館） 

●「楽しい『折り紙教室』」展 
　９月２９日（木）まで（帷子分館） 

●「可児歩こう会」展 
　９月２９日（木）まで（桜ケ丘分館） 

【日時と場所】 
〇本館＝毎週土曜日午後２時～、第２・４木曜日午
前１１時～（幼児向け） 
〇帷子分館＝毎週土曜日午後２時～、第２・４木
曜日午前１０時３０分～（幼児向け） 
〇桜ケ丘分館＝毎週土曜日午前１０時３０分～ 
【内容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本の
紹介など 
※９月２４日（土）は本館で人形劇があります。 

図書館だより 
本　　　館　1烝5120 
　　　　　　（火曜～金曜　午前10時～午後7時） 
　　　　　　（土・日 曜　午前10時～午後5時） 
帷 子 分 館　1烽8530 
桜ケ丘分館　1焉3473 
　　　　　　（分館は全日　午前9時～午後5時） 
http：//www.tosyokan.kani.gifu.jp/

展示のご案内 

かにっ子タイム 

休館日 
９月５日（月）、１２日（月）、１９日（祝）、２０日（火） 
２３日（祝）、２６日（月）、３０日（金） 
※９月３０日（金）は館内整理日です。 

● 9／13（火） 
可児川苑 
日本ランド公民館 
ふれあいセンター長坂 
帷子小学校 

● 9／14（水） 
愛岐ケ丘五丁目公園 
愛岐ケ丘中央公園 
春里小学校 

● 9／16（金） 
奥山台あすなろ公園 
松伏団地 
旭小学校 

● 9／21（水） 
柿下公民館 
緑ケ丘二丁目バス停 
広見東連絡所 
東明小学校 

● 9／22（木） 
みずきケ丘三丁目公園 
今公民館 
清水ケ丘集会所 
南帷子小学校 

● 9／27（火） 
桂ケ丘二丁目バス停 
桜ケ丘西友駐車場 
桜ケ丘小学校 

● 9／28（水） 
福寿苑 
大平公民館 
広見小学校 
しらさぎ団地 
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･･･････････1：30～2：05 
･･･････････････････････2：20～2：50 
･･･････････････････････3：10～4：30 

 
･･････････････････････1：30～2：00 

･･･････････2：10～2：50 
･･･････････････････3：05～3：30 

･･････････････････････3：45～4：30 
 

･････････1：30～2：00 
･････････････････････････2：10～2：40 

････････････････2：55～3：30 
･･･････････････････3：45～4：30 
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･･････････････3：05～3：40 
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････････････････････4：05～4：30

　個人情報保護法に基づくセキュリティーの強化
などのため、コンピューターの更新を実施します。
併せて、５年に１度の全蔵書の点検を行います。 

蜴臨時休館期間　１０月１日（土）～１４日（金） 
蜴臨 時 休 館　本館・帷子分館・桜ケ丘分館・ 
　　　　　　　　移動図書館 
蜴問 合 先　図書館本館1烝５１２０ 

楽しい音楽とともに、市からの情報を提供しています。 
ぜひお聞きください。 

「FMでんでん」にて放送！ 

76．8MHｚ 毎週月～金曜日 ●FMでんでん 
午前9時～9時15分 
午後3時45分～4時（再放送） 

土・日曜日（７：３０・１２：３０・１４：００・２０：００・２２：００） 
月～金曜日（７：３０・１２：３０・２０：００・２２：００） 

※番組の内容や時間は変更する 
　ことがあります。 

　高齢者がいつまでも住み慣れた地域で暮らし
ていけるよう、介護予防や健康づくりに役立つサ
ービスを紹介します。 
★シリーズ：きて！みて！アーラ 

９／３（土）～９（金） 

●目指せ！元気高齢者 

　９月４日に行われる市防災訓練の様子をお伝え
します。各家庭でも災害への備えについて再確
認してください。 
★シリーズ：好きなのはカニダー 

９／１０（土）～１６（金） 

●突然の災害に備えて 

　１０月１日に実施される国勢調査。この調査の目
的や意義について紹介します。皆さんも調査にご
協力ください。 
★シリーズ：図書館だより 

９／１７（土）～２３（金） 

●国勢調査が始まります 

　明日の親となる中高生が赤ちゃんと触れ合い、
命の大切さを学びました。今回は、市の家庭教育
についての特集です。 
★シリーズ：学校めぐり 

９／２４（土）～９／３０（金） 

●うるおいライフ 

KANI city インフォメーション 

桜ケ丘分館は、公民館が選挙の投票会場となる
ため、９月１０日（土）と１１（日）は、臨時休館し、１２
日（月）は開館します。 



　黄金色に輝く稲穂と燃えるような赤い花を咲かせ
る彼岸花。田園を見事なコントラストで彩ります。
さわやかな風に揺れ、秋の始まりを教えてくれます。 

（西帷子） 

　「周りの人たちの協力で、絵の世界に戻って来られま
した」と語る宮原さん。大学４年生のとき日展に日本画
を出品したところ、初入選で特選を受賞。その賞の重み
にプレッシャーを感じ、大学に行けない時期もありまし
たが、そのプレッシャーを克服し、今では日展入選回数
も９回を数えます。 
　３０代は卵、４０代は若手、５０代で中堅といわれる画家
の世界。宮原さんは、可児の地に居を構え、岐阜という
地を愛し、創作活動に励んでいます。 
　これからの目標はとの問いに、「常に喜怒哀楽の絵が
描けるようになりたい。そして生活の中に芸術を入れ、
敷居を低くしたいです」。日本画にかける情熱がひしひ
しと伝わってきました。 
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表紙の人　 
　宮原剛さん 

秋色の
コントラスト

広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用し、 
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 VOC成分 

ゼロ 


